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金融フロンティアの弛まぬ開拓を通じて、 
お客様及び社会の課題を解決し、 
日本と世界の持続的発展を実現します。

産業・インフラ分野のプロフェッショナルとして、幅広いリスク対応

能力を発揮して事業や市場の創造をリードするとともに、危機対

応など社会的な要請に的確に応え、2030年の経済・社会におい

て独自の役割を果たします。
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編集方針
　DBJグループは、ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを深めるため、
2003年度に初めて「社会環境報告書」を発行しました。2017年度より発行しており
ます「統合報告書」は、財務情報と非財務情報を通じ、DBJグループの事業内容や持
続的な価値創造に向けた取り組みについて、広くステークホルダーの皆様にご説明す
ることを目的として編集しています。
　統合報告書2022では、サステナビリティ経営の考え方を明示化すべく「価値創造
プロセス」の高度化、気候変動・TCFD提言対応にかかる開示の充実化、非財務資本
の整理といったブラッシュアップを実施しました。
　なお、本統合報告書における記載内容については、経営会議において決定してい 
ます。

報告対象期間・範囲
•  対象期間  2021年4月～2022年3月（一部、対象期間外の情報を含みます。）
•  対象範囲  原則として、DBJと主要な子会社12社について報告しています。
•  発行時期 2022年8月

参考にしたガイドライン等
•  国際統合報告評議会（IIRC）国際統合報告フレームワーク
•  価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス

ディスクレーマー／免責事項
　本統合報告書には、将来予測に関する記述が含まれています。こうした記述は、本
統合報告書作成時点における入手可能な情報及び不確実な要因にかかる仮定ない
し判断を前提としており、諸条件の変化によって、実際の結果と大きく異なる可能性
があります。

表紙デザイン： 
2022の窓から未来を望む
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